
新 

年 

挨 

拶 

会 

平
成
二
十
一
年
一
月
五
日 

三
倉
総
合
セ
ン
タ
ー 

 

森
町
森
林
組
合
で
は
新
年
挨
拶
会
で
新
し
い
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
挨

拶
会
で
は
、
鈴
木
奉
久
組
合
長
が
『林
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い

状
況
が
続
く
と
思
う
が
、
明
る
い
兆
し
も
あ
る
。
国
産
材
需
要
が
少
し
ず
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
は
あ
る
が
高
ま
り
、
２
０
％
を
越
え
始
め
て 

い
る
。
昨
年
、
購
入
し
た
林
業
機
械
を
フ
ル
活 

用
し
て
コ
ス
ト
を
下
げ
な
が
ら
木
材
を
搬
出 

す
る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
森
の
力
再 

生
事
業
も
積
極
的
に
取
組
み
目
標
に
向
か
って 

推
進
し
た
い
。
』と
年
頭
の
挨
拶
を
し
、
来
賓
で 

村
松
藤
雄
森
町
長
が
駆
け
つ
け
来
賓
祝
辞
を 

頂
き
ま
し
た
。 

現
地
レ
ポ
ー
ト 

 

林
ベ
ニ
ヤ
産
業 

視
察 

石
川
県 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２ ００ ００ ９９ 年年

冬冬  号号  ｖｖｏｏｌｌ．．８８  
発発行行日日  ２２１１．．  １１．．１１００  三三三木木木ののの森森森

ももも

林林林
りりり

だだだよよよりりり
森 町 森 林 組 合  

謹
賀
新
年 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
元
旦 

森
町
森
林
組
合
役
職
員
一
同 

 

代
表
理
事
組
合
長 

鈴
木 

奉
久

 

代

表

理

事

常

務 

藤
川 

英
夫

 

理

事 

森
下 

英
世

 

理

事 

富
田 

文
雄

 

理

事 

甚
沢 

万
之
助 

理

事 

高
松 

和
宏

 

理

事 

船
木 

公
雄

 

理

事 

大
石 

文
六

 

代

表

監

事 

鈴
木 

国
平

 

監

事 

栗
田 

勝
助

 

監

事 

奥
宮 

光
雄

 

               

総

務

主

任 

鈴
木 

孝
義

 

販
売
・
森
林
整
備
主
任 

鈴
木 

清
之

 

指
導
・
森
林
整
備
係 

鈴
木 

啓
史

 

指
導
・
森
林
整
備
係 

岡
本 

匡
平

 

総

務

・

販

売

係 

富
田 

敏
子

 

総
務
・
森
林
整
備
係 

加
藤 

美
幸

 

三
木

み

き

の
森
林

も

り  

境
界
を
電
子
デ
ー
タ
化 

二
年
間
で
四
百
三
十
六
町
歩 

山
村
境
界
保
全
事
業 

「
自
分
の
所
有
山
林
境
が
分
か
ら
な
く
な
る
前
に
」
か
ら
始
ま
っ
た
こ

の
事
業
。
山
林
所
有
者
様
の
現
地
立
会
い
の
も
と
、
二
年
間
で
約
四
百

三
十
六
町
歩
も
の
三
木
の
森
林
所
有
境
を
確
定
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
該
当
者
様
に
は
ご
協
力
頂
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

本
事
業
は
一
筆
ご
と
境
界
杭
を
設
置
し
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
用
い
て
測
量
を

行
い
、
そ
の
結
果
を
電
子
デ
ー
タ
化
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
地

番
を
入
力
す
る
だ
け
で
山
林
の
場
所
や
形
を
即
座
に
探
し
出
す
こ
と

が
可
能
で
す
。（
写
真
左
下
）
ま
た
、
杭
に
座
標
値
を
持
た
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
杭
の
位
置
が
分
ら
な 

く
な
っ
て
も
パ
ソ
コ
ン
に
情
報 

が
あ
る
の
で
容
易
に
復
元
す
る 

こ
と
が
可
能
で
す
。 

二
十
一
年
度
は
森
町
三
倉
西 

ヶ
峰
地
区
、
約
二
百
六
十
町
歩 

三
百
二
十
二
筆
を
実
施
し
て
い 

き
ま
す
の
で
、
該
当
森
林
所
有 

者
様
に
は
現
地
立
会
い
等
、
ご 

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

鈴 

木 

啓 

史 

 

昨
年
に
当
森
林
組
合
で
樹
齢
百
年
を
越
え
る
杉
林
を
間
伐
さ
せ
て
頂
い
た

現
場
を
再
び
訪
れ
た
。
そ
こ
で
、
昨
年
の
広
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
秀
賞
で
頂
い

た
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で 

『パ
シ
ャ
リ
☆
』 

な
ん
と
素
晴
ら
し
い
林
に
な
っ
て
い

た
。
（写
真
右
）先
人
が
丹
精
こ
め
て
育
て
て
き
た
苦
労
が
伺
え
る
。
い
く
ら
材

木
価
格
が
安
い
か
ら
と
山
に
手
を
入
れ
な
い
、
今
だ
け
の
こ
と
を
考
え
後
先
の

こ
と
は
考
え
な
い
、
そ
れ
だ
け
で
は
先
人
が
育
て
上
げ
た
山
が
可
哀
そ
う
だ
と

感
じ
た
。  

 
 
 
 
 

【森
町
三
倉 

大
日
山
に
て
撮
影
】  

 

鈴 

木 

清 

之 

 

 
電子データとしてパソコンに記録 

林
ベ
ニ
ア
産
業
七
尾
工
場
（石
川
県
）で

は
、
一
日
当
り
九
百
㎥
、
年
間
約
二
十
二

万
㎥
も
の
原
木
を
消
費
し
て
お
り
一
日

当
り
三
万
枚
も
の
合
板
を
製
造
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
国
産
材
の
シ
ェ
ア
は
六

十
％
強
で
将
来
的
に
は
シ
ェ
ア
百
％
を
目

指
す
方
針
。
合
板
は
主
に
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ

ー
に
納
め
ら
れ
て
い
る
。 

原
木
の
仕
入
れ
価
格
（
土
場
着
）
は
、

末
口
十
八
㎝
上
（四
ｍ
）の
場
合
ス
ギ
九
千

円
・ヒ
ノ
キ
一
万
千
円
／
㎥
。
合
板
用
原

木
の
規
格
は
、
小
曲
が
り
や
黒
芯
・枝
虫

材
な
ど
は
問
題
な
く
、
含
水
率
は
高
い
方

が
良
い
そ
う
で
す
。
価
格
競
争
の
中
で
山

側
が
主
導
権
を
握
る
こ
と
が
難
し
い
近
年

の
現
状
で
す
が
、
合
板
業
者
は
原
木
単
価

を
安
く
す
る
こ
と
が
利
益
を
上
げ
る
一
つ

の
方
法
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

 

し
か
し
山
側
が
コ
ス
ト
を
下
げ
る
だ
け

で
な
く
、
安
定
し
た
量
の
原
木
を
提
供
し

て
も
、
適
正
な
価
格
を
提
示
し
な
け
れ
ば
、

林
業
の
苦
し
い
状
況
は
な
か
な
か
打
開
で

き
ま
せ
ん
。 

林
業
と
木
材
加
工
業
が
共
存
で
き
る
よ

う
な
価
格
体
系
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。 

 
 

職
員 

鈴 

木 

啓 

史 

 
▲ 工場内見学 

 
▲ オールヒノキ合板 



す ぎ 

長さ

（ｍ）

末口径 

（ｃｍ） 
中 値 

１本当り 

単 価 
摘 要 

３．０ １６～１８ １０，０００円 ８７０円 柱目４寸 

２０～ １２，５００円 １，６５０円 中目 

４．０

１６～１８ １１，０００円 １，２７６円 桁目４寸 

２０～２２ １２，５００円 ２，２００円 中目 

２４～２８ １３，５００円 ３，６４５円 中目 

６．０
１６～１８ １４，０００円 ２，７１５円 通し柱 

２０～２２ １４，０００円 ４，０６０円 通し柱 

ひ の き 
長さ 

（ｍ） 

末口径 

（ｃｍ） 
中 値 

１本当り 

単 価 
摘 要 

３．０ １６～１８ ２１，０００円 １，８２７円 柱目４寸 

２０～２２ １７，０００円 ２，２４４円 太角目 

４．０ 

１６～１８ ２１，０００円 ２，４３６円 土台目４寸 

２０～２２ ２０，０００円 ３，５２０円 中目縁甲取 

２４～２８ ２３，０００円 ６，２１０円 中目 

６．０ 
１６～１８ ３０，０００円 ５，８２０円 通し柱４寸 

２０～２２ ２８，０００円 ８，１２０円 通し柱太角 

購 買 情 報 
椎茸菌を打つシーズンが到来！ 

購買担当の加藤が自信を持ってお勧めする

のが、森産業のにく丸（森２９０号）です。

 
 
 
 
 
 
全国的に最も多く使用されている品種であ

り、乾・生両方で大活躍する品種で、発生は

接種翌年の９～１１月にかけて大形でボリュ

ーム感のあるきのこが発生します。 
【森産業株式会社ＨＰより】
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誕
生 

『基
幹
林
業
作
業
士
』 

昨
年
、
静
岡
県
山
林
協
会
が
実

施
す
る
養
成
研
修
が
行
わ
れ
、
基

幹
林
業
作
業
士
と
し
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
。 

「今
回
の
研
修
に
参
加
し
て
、
た
く

さ
ん
の
資
格
や
技
術
を
習
得
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
研
修
で
習
得
し

た
資
格
・
技
術
を
活
か
せ
る
よ
う
、

安
全
で
効
率
の
よ
い
作
業
を
心
掛
け

た
い
と
思
い
ま
す
。
」 

     

取
得
資
格 

林
業
架
線
作
業
主
任
者
・
地
山
・

土
止
支
保
・不
整
地
運
搬
・は
い
作

業
・小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
・車
両

系
・玉
掛
け
・フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト 

三 木 の 森
も

林
り

だ よ り

✎ 

編
集
後
記 

✐ 

い
か
が
で
し
た
か
「
三
木
の
森
林
だ

よ
り
冬
号
」
は
？ 

先
日
（
十
二
月
中

旬
頃
）
現
場
で
な
ん
と
ビ
ッ
ク
リ
！
蝮

（
マ
ム
シ
）
に
出
会
い
ま
し
た
。
す
か

さ
ず
持
ち
合
わ
せ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に

捕
獲
し
ま
し
た
。
本
来
な
ら
冬
眠
す
る

は
ず
の
爬
虫

類
が
寒
い
冬

に
い
る
な
ん

て
地
球
温
暖

化
を
肌
で
感

じ
ま
し
た
。

Ｋ
・
Ｓ

～ 

顔
の
見
え
る
家
造
り
は
実
現
す
る
の
か 
～ 
④ 

次
回
は
『
三
木
の
森
林
だ
よ
り

春
号
』
で
お
伝
え
し
ま
す
の
で
、

ご
期
待
下
さ
い
。

鈴
木
清
之

おお
しし
らら
せせ  

従
業
員
一
同
大
変
身  

今
月
よ
り
森
林
組
合
で
は
冬
用
の
作
業
服

を
一
新
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
山
仕
事
の
た

め
誰
に
で
も
分
か
る
よ
う
目
立
つ
色
（
目
立
ち

す
ぎ
る
く
ら
い
の
オ
レ
ン
ジ
色
）
に
な
り
ま
し

た
。
山
で
見
か

け
た
ら
是
非
、

声
を
か
け
て
下

さ
い
。 

 

従
業
員
一
同 

あ
る
秋
晴
れ
の
中
、
加
藤
建
築

で
実
加
工
さ
れ
た
三
木
の
森
林
産

の
材
木
が
建
築
現
場
に
到
着
し
、

匠
の
技
で
手
際
よ
く
建
っ
て
い
き

ま
す
。「
ホ
ゾ
穴
を
あ
け
た
り
、
欠

き
込
み
を
入
れ
る
の
は
大
工
の
腕

の
見
せ
ど
こ
ろ
。
や
っ
ぱ
り
手
仕

事
が
多
い
方
が
大
工
と
し
て
や
り

が
い
が
あ
る
。」
と
棟
梁
は
語
る
。 

建
前
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
上

棟
は
家
の
一
番
上
の
木
【
棟
木
】

を
取
り
付
け
る
。
数
人
の
大
工
が

集
ま
り
カ
ケ
ヤ
で
同
時
に
打
ち
下

し
て
い
く
。
打
つ
音
は
リ
ズ
ム
良

く
五
本
の
カ
ケ
ヤ
音
は
一
秒
も
ず

れ
る
こ
と
な
く
周
囲
に
響
き
渡

る
。「
大
工
を
や
っ
て
い
て
、
こ
の

上
棟
が
一
番
の
喜
び
な
ん
だ
よ
。

何
日
も
か
け
て
工
場
で
一
本
づ

つ
刻
み
、
そ
れ
が
家
と
し
て
建
つ
。

今
ま
で
の
苦
労
が
吹
き
飛
ぶ
瞬
間

な
ん
だ
よ
。
う
ち
の
若
衆
に
も
や

ら
し
て
あ
げ
た
い
。
喜
び
が
無
け

れ
ば
仕
事
は
面
白
く
な
い
ら
あ

」
と

後
継
者
創
り
に
も
力
が
入
る
。 

に く 丸 

￥￥２２，，８８８８８８円円  

１袋１０００駒入 

１袋で直径１０ｃｍ・長さ９０ｃｍ

の原木で４０本分打てます。 

 

土台を敷き一階部分の

柱を建て、貫を入れ二階

管柱を手際よく建てる 

正
確
に
刻
ん
だ
ホ
ゾ
穴
は
き
つ

く
、
揺
ら
し
な
が
ら
、
カ
ケ
ヤ
で

叩
い
て
い
か
な
い
と
入
ら
な
い
と

い
う
。
入
っ
て
し
ま
え
ば
ビ
ク
と

も
動
か
な
い
。「
柱
を
建
て
る
時
は

必
ず
逆
さ
柱
に
な
ら
な
い
様
に
建

て
る
。
最
近
で
は
集
成
材
が
主
流

だ
が
、
木
に
は
元
と
裏
が
あ
る
ん

だ
。
昔
の
人
は
【
木
元
竹
裏
】
と

い
っ
て
木
は
根
元
か
ら
薪
割
り

し
、
逆
に
竹
は
裏
（
梢
の
方
）
か

ら
割
る
で
し
ょ
。
例
え
ば
地
震
が

起
き
て
揺
れ
た
時
、
逆
さ
柱
な
ら

薪
割
り
同
様
ス
パ
ッ
と
割
れ
る
で

し
ょ
。」
と
棟
梁
は
語
る
。
木
の
事

を
知
り
尽
く
し
て
い
る
大
工
こ

そ
、
安
心
な
木
の
家
が
出
来
る
。

 

 
～上棟式～ 

今までの苦労が 

吹き飛ぶ瞬間 

 
岡 本 匡 平 

（２７歳） 


